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近年増加する「におい」への関心、そのニーズに応えていく

　現在、私が担当しているのは、「にお
い」関連の分析です。製品に付着した
悪臭・異臭の分析や消臭・脱臭製品
の性能評価を行っています。
　専門的な知識だけでなく幅広い知識
を必要とする業務内容が、自分自身の
ステップアップにつながると考え、都産
技研に入りました。
　お客さまの声を直接聞くことができる
という環境は、都産技研で働くモチベー
ションになっています。実際にお客さまか
らのご相談で、悪臭の原因物質を特定
できたことで、製造工程の改善につな
がったとご報告をいただいたときは、大
変うれしかったです。このようにお客さま
とさまざまな課題を一緒に解決していけ
ることに大きなやりがいを感じています。

　「におい」は、普段から身近にある存
在のため、分析も容易にできると思われ
がちです。実際は、分析装置よりも人間
の嗅覚の方が優れている場合がありま
す。特に問題となる悪臭成分は、人間

の嗅覚の方がはるかに感度がよいた
め、その悪臭成分を分析装置では、特
定できないことがあります。そのため、分
析の前にある程度どんなにおい成分が
影響しているのかを把握し、それに合っ
た分析方法を選択する必要性があり、
自身の嗅覚でスクリーニングを実施して
います。このスクリーニングで見当がつ
けられるよう、日ごろからさまざまなにおい
を嗅ぎ、記憶するトレーニングに取り組
んでいます。
　また、「におい」は、個人の記憶・経
験によって好き嫌いが大きく変化するた
め、万人に当てはまる基準や指標があ
りません。そこで、「におい」をより客観的
に評価できる指標を作製すべく、官能
検査と分析装置を駆使した新しい評価
方法を研究中です。
　近年、製品の「におい」に重点を置く
企業が増えてきており、さまざまな分析
依頼やご相談をいただく中で、明確な
回答が出せず、力不足を痛感するときも
ありますが、多くニーズにお応えできるよ
うに、これからも日々知識や技術の習得
に取り組んでいきます。

　職人の勘と経験だけでなく「運動力
学」や「人間工学」に基づく製品開発
が重要だという考えから、昭和60年に
設立された「アシックススポーツ工学研
究所」。人間の運動動作に着目し、独
自に開発した素材や構造設計技術を
用いて、ヒューマンセントリックデザイン
に基づいた製品開発を行っています。
　主力事業であるスポーツシューズに
おいて、開発段階で実際に履いてテス
トを行うのは、数名の被験者です。人の
走り方は千差万別なので、被験者が替
わることによるデータのブレが、製品の
評価に大きく影響するためです。
　「平成28年1月に最新モデルが発
売されたランニングシューズ『GEL-NIM
BUS（ゲルニンバス）』シリーズは、平成
11年に販売を開始し、今回で18代目
となりますが、これまで同じ被験者が評
価してきました。同一被験者による評価
の方が、シューズの進化を適切に行える
と判断しています」（（株）アシックス 原
野氏）。同社では、千人以上から取得し
たデータを基に、シューズ開発に適した

被験者を選定しています。

　「一般的にソールの衝撃緩衝性を
高めると、荷重がかかったときの変形量
が増加し、安定性が損なわれます。しか
し、着地の衝撃をより和らげ、かつ走り
がブレないシューズへの高いニーズが
ありました。
　そこで、GEL-NIMBUS18では、新た
に踵部外側のGELを傾斜配置させる
構造を採用しています。この構造の目的
は、衝撃緩衝性を維持しつつ踵部接地
時の安定性を高めることにあります。着
地時の踵部にかかる圧力中心がソール
の中央へと向かうため、よりブレにくく安
定した着地を可能としました（図1、2）。
　同時に、傾斜配置は衝撃緩衝性を損
なうことなくGELを軽量化（前作比約
8.5％の減少）を可能としました」。
　衝撃緩衝性と安定性の評価は、実
際にシューズを履いて走り、フォースプ
レート（写真）に生じる荷重を基に検証を
行っています。

　「実際に使用される条件下で検証を
行うことが、より高い機能性の発現のた
めには有効です。弊社も平成27年に研
究所を増床し、それまで無かったトレイル
ランやラグビーの機能性評価に用いる、
山道や岩肌、芝のグラウンドを再現した
サーフェイスを新設しました」。

　同社のヒューマンセントリックデザイ
ンに基づく製品開発は、アスリートが最
高のパフォーマンスを発揮できる製品
の創出に留まりません。平成26年には
「機能訓練特化型デイサービス施設」
を開業し、高齢者の運動機能の向上に
取り組んでいます。スポーツの知見を応
用し、人間の生活の質を高める製品・
サービスの創出が期待されます。

トップアスリートから介護予防ま
で、ヒューマンセントリックデザイン
（人間中心設計）に基づいた機能性
を向上させる製品・サービス開発の
取り組みに注目が集まっています。
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荷重（ピンクの矢印）が踵部の外側からソール
の中央へと集まる

GEL-NIMBUS18と、前モデル17の安定性の
比較

図2 踵部の安定性の比較図1 GELの傾斜配置構造

フォースプレートでシューズにかかる荷重を計測
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